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ることを報告している。しかしながら同吸着剤の pKa が 6.2 と低いため、生体環境下に近
い水溶液 (pH 7〜8, 塩濃度 0.15M) 中では、核酸吸着能が低下するという結果が得られ
ている。申請者らは、先にポリエチレンイミン架橋体がたんぱく質水溶液に混在する核酸
を選択吸着除去できることを明らかにした (Journal of Chromatography A, 1030, 
117-122, 2004)。しかしながら同粒子は、調製における収率が低く、工業レベルでの大量
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5.2.1 吸着剤の調製  
 種々のアミノ化セルロース微粒子の基体としては、細孔径の異なるセルロース粒子 
(Cellufine GC-15 およびCPC, チッソ製)を選択した。同粒子に化学修飾する官能基 (リガ
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5.3.1 吸着剤のクロマト特性と DNA 吸着能 
 (1) 吸着剤のクロマト特性 
得られた３種のアミノ化セルロース粒子のリガンドの構造を Figure ４に、得られた粒





































Figure 4. アミノ化セルロース粒子の調製法 
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以下)、 高い DNA 吸着率を示した。
 (2)バッチ法による吸着剤の DNA 選択吸着能 
 Figure 5 に、種々のポリカチオン固定化 cellulose 吸着剤の DNA およびタンパク質に
対する吸着能に及ぼす緩衝液のイオン強度の影響を調べた結果を示す。どの吸着剤も幅広
いイオン強度域 (μ 0.8) で高い DNA 吸着率(98％以上)を示した。ポリカチオン
固定化 cellulose の DNA に対する高い吸着活性は、
チメント効果により生じるものと考えられる。 






 結果として、細孔径の小さい poly(DAPA)-cellulose(S)が最も DNA 選択性が高かった。同
吸着剤は、イオン強度μ＝0.2〜0.8
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Figure 5. Effect of ionic strength of buffer on selective adsorption of DNA by various 
adsorbents from BSA solutions containing DNA. Adsorption of DNA was determined using a 
batch method with 0.2 mL of wet beads and a 2 mL sample solution (BSA: 1000 μg mL-1, 
NA: 10 μg mL-1) at pH 7.0 and ionic strength μ = 0.05-0.8. 
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 さらに、γ-グロブリンとサケ精巣由来 DNA との混合液からの DNA の選択除去を試みた。
その結果、Figure ７(a) に示すように、1.7mL の poly(DAPA)-cellulose-L 吸着剤を充填
したカラムは、60 mL の DNA を含むγ-グロブリン溶液からγ-グロブリンを吸着するこ
となく(回収率 98%)、10μg/mL の DNA 濃度を 10ng/mL 以下に除去することができた。ま
た同カラムを緩衝液で洗浄後、2 mol の塩化ナトリウム水溶液を通液すると DNA のみが
溶出してくることより、同粒子は DNA 精製用カラムとしても応用可能であることが分か
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Figure 6. 種々のアミノ化セルロース粒子の DNA 吸着容量と粒子の細孔径との関係 
 
                         カラムサイズ：1.7 mL (10 X 0.46 cm i.d.) 
                        DNA溶液：60mL (サケ精巣由来 10 μg/mL, pH: 7.0,イオン強度: μ = 0.17) 
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Figure 7. カラム法によるγ-グロブリン水溶液からの DNA 除去 
                          カラムサイズ：1 mL (10 X 0.46cm i.d., 流速：0.2mL/min) 
                          サンプル溶液：60mL (γ-グロブリン: 1000 μg/mL, 
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吸着剤に対するDNAの吸着容量は 0.90から1.63 mg/ml-adsorbent)へと著しく増大した。 
3) 細孔径の大きいpoly(DAPA)-cellulose(L)(Mlim>2×106)は，緩衝液が低イオン強度域 (μ ＝ 
0.05〜0.2) の条件下においては，その細孔内にDNA ばかりでなくBSAも吸着してしまい，
DNAを選択吸着することはできなかった。同吸着剤はイオン強度域 μ ＝ 0.4 以上の条件
下でBSAを吸着することなくDNAを選択吸着することができた。 
4) ポリエチレンイミン(PEI) およびポリε-リジン(Pε L)をリガンドとした
















  今回の基礎実験に用いたリガンドであるPDAPA, PεL およびPEIは、工業レベルで製造
されている試薬であるため、試作吸着剤としての大量製造が期待できる。 
 
